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遷移金属が均一分散した窒化炭素シートはスピントロニクス材料への応用が期待され、その

探索と合成方法の研究が盛んに行われている。当研究室では平面有機分子に金属が配位した金

属フタロシアニンの伸展により金属が均一分散した 2 次元窒化炭素材料の開発を行っており、

これまでにフタロシアニンが伸展した 2次元ポリ窒化炭素の合成に成功している。今回我々は

フタロシアニンと類似したヘミポルフィラジン(略称 Hp)をビルディングブロックとしたポリ

窒化炭素形成を試み、目的物と思われる物質を得たので報告する。 

金属(Mt) Hp は磁性分子である金属フタロシアニン(MtPc)のイソインドール部分をピリジン

環に置き換えた構造を持つ平面錯体である（Fig. 1a）。通常、MtHpは金属塩の存在下、ジシア

ノベンゼンとジアミノピリジンの反応により合成されるが、テトラシアノベンゼンを用いるこ

とで 1方向に Hp分子が伸展した鎖状ポリ窒化炭素の形成が予想される(Fig. 1b)。そこで、原料

粉（テトラシアノベンゼン、ジアミノピリジン、金属酢酸塩）を混合後、ソルボサーマル法

(200 ℃)、真空封入管中(250 ℃)で加熱したところ、ソルボサーマル法による加熱では金属ヘミ

ポルフィラジンのテトラシアノ体が得られた。一方、真空封入管中加熱した試料は鎖状ポリ窒

化炭素に予想される周期のX線回折線を示した。各種MtHpを合成し、磁気測定をしたところ、

いずれも常磁性を示した。一方、Mn鎖状ポリ窒化炭素(MnHpP)の磁気測定の結果、こちらも常

磁性的な磁化率を示したが、ワイス温度の絶対値は MnHp（θ = 0.1 K）に比べて大幅に増加し

た(θ = −31.9 K)（Fig. 2）。鎖状ポリ窒化炭素内に反強磁性的な磁気相互作用が働いていること

が示唆される。当日詳細を報告する。 

 

 

Fig. 1(a). 金属ヘミポルフィラジン  

(b). 鎖状ポリマーの構造 Fig. 2. MnHp(×)とMnHpP(〇)の磁化率 
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